
Ⅰ　生産および消費の若干の特徴
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｜世界の粗粒穀物の貿易

一一先進国と後進国一一

I 1t泌および消費約来、千の特徴

II E 易

m -,,.. ; ,f一一政＇（fi,) }) lcoj ！ごついて

第2次世界大戦後，日本の畜産業は輸入飾l料に

依存しながら急速に発展した。それにともなって，

配合飼料門主体である組粒穀物也1）のもお入も急激

に増加し vまや年間1000万トンに迭し，なお増

勢は衰えそうにない。

世界L叫＼l性穀物の貿易民改約4200/jトL，日本

の輸入はそしりlまぽ4分の 1にあたり， 会はとして

は世界第1の輸入市場である。

日本の粗粒穀物の悶内生産量はわずかに 100万

トン余り‘配合飼料用1/ii要の10%にすぎなb、。し

かも生産量l上減少傾向にある。

日本の粗粒穀物の輸入需要は今後とも増大する

傾向にあることは否定できないようである。

この膨大な輸入量の1分の2はアメワカからの

メイズ、 ソyしガムによ yでまかなわれてv'<'., o 

このような事実にたいして，今後とも需要に見

合う供給一ーとくに斡入一ーを確保しうるであろ

うか，また支配的な供給源であるアメリカに依存

しつづけることに不安がないであろうか，という

疑問がもたれることはむしろ当然ともいえようc

国内における飼料資源の開発・有動利用の可能

性に大きな期待をかけにυ、とすれ正問題は，
輸入（供給〕源の分散：多角化，さらにそのため

の新たな開発（→輸入〕，の可能性を問うことにな

22 

ふか

沢 良I~
はち

j'¥, 深

るであろう。

二のような関心を背景におきながら，本和では

戦後の世界の組粒穀物の生産・消費，とくに貿易

の変化とその要閣を明らかにし，主らに将来への

精子の展望を試みたい。

(ti: 1〕 「i1l！、J牧物」という）IL元日，やや.q：なれ仁、

Ifであるが“CoarseGrains ”.））ぷ認である。 t人，＇ド

'I'）には， ライ ＇t'.• ：）（変・エンった・メイズ（とうもろこ

し〕・あわひえきrf薙l(Millets & Sorghum）を包j',fi

寸ペ総称で，.ht。三のうちラ I’），＇ t,，除いて，“Feed

( ;rains”（＝ 1’＂J n r；：物〉と総f九三 jiろ場合も多、、。ごノ
は欧米でlt人t:，：災対月1でムz：》が，これ以外♂）相F,; 

穀物はいずれもほとんど剣料用である。ライ五三のrtiJi".

:J: tlt界的に見てきわめて少ないから，実際的には，明l

い怜物＝飼料約！日Jモ見ても大iYUな．、。

I ，生産おkび消費の若干の特徴

粗粒穀物は，小麦・米など他の穀物に比べて，

生産量・面積ともに世界中でιJとも多量かっ広
範に栽培されてし、る作物であるU 1 ）。これは土質・

気象条件に関する適応範囲が広く，他の穀物には

適しない所でも栽培されることに主として原因す

るようである行、.2 )G 気象条件：oy,','f商店な所にも多く

栽培されるだけに，また年々の自然変動による豊

凶謹が大きいことは注目すべきことである。

戦後，世界の粗粒穀物の生産；土，全体として見

れば年率約3%の割合で増加したが，これはJト変

に比べればやや低く，米よりは若干高い。（第1表
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米

ノfズ（47%ニ70年）と大麦（23%），さらにソノレカ、粗粒税物と個別にしVtif，増産がi沈ι皆Lv、の
したが

べ，世界の担l粒穀物の生産はこれら 3穀物の動

？によって決定されると見てもよいであ九う（第

ムを加えれば，金生産量の85%に達する。ついでメイズ，ソルガム（ミレットを含む〕

これ／＇.， f士L、ずれも小芝全！日る増

は大麦，

の！｜頂でおど＇ a，、

加率を＇ Iミ｜た。

1表〕。粗粒穀物全体としても，その増産は，単位

収量の増大が大部分を説明するメイズ，

寸 L麦・

ライ麦はともに減産傾向をたど司ている。

戦後の穀物増産を司能にした生産側の主悶は，

しかし机粒穀物のうす

ソノレガム

( .~らに粗投穀物全体に占める比重；ょ小さいがエンえ，

単位収量の上井効果ブイ麦）の動きを反映して，

それは ~h\(11］！こ単

位（面的}jf) i収量の増加に現われてνふ、

過去15年間に，単位収最の増加が最も著しかっ

周知のよろに技術進捗にあず〉た。

にほとんど依存したといえよう。

このような全体像は，世界を若干の地しカ込し，メイズ（45～60%上昇〉，ソyレガム，たのはライ麦，

J,，~ないし国日I］に分けて見た場合iこは，当然のこどrト友 (41, 37, :J5＇＼，上昇）でついでに〆む大変，

かなり異なったものとなる。本稿の立国／（カ：ら，米はもっともfi:i:かッえ（23%上昇） <. il 3）。

この点に注目して問題の所在と今後の方向を

傑Y》うとするとごころにあるといってもよい今いい

かえれば，世界の組粒穀物経済をいくつかのパな

ンの複合体・それらの相互関係として把えられ

は，

あり，

小麦の増産の主因が単位収量の増大口技術進歩

による三 E；土周知の事実であるが，半IL粒穀物の士号

小去の場合以JJニ単位収量の増加に上ると産は，

その中でとくに先進国型と後

i佳向型・その動きを浮彫りにしてみたいのである r
、ー，
y 

さらに，

：主ず，世界を九つの地域なし、し国に分けて，

23 

ると考え，

メイズと

ソルガムの増産は大部分それによるといえよう。

（第Lh〕

粗粒投物のうちで生産最のもっと七大きいのは

とくに，ころが大きかったのである
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Ciirnr) FAO, I'roduction Yearbook, ivorld Crοp Statistics 1948～64により集計。

〔注〕 (1）世界総計には，中国本土の生産を含むが， r極東jあるいは「アジア」という場合には中国本土を含めな
い（FAO統音十）。

れらの粗粒穀物生産の増加傾向を見る。（第2表参

照〕

I ] ( 過去l:1年間にヤずれの地域ないし国も増

産傾向を示しているが，増産率がもっとも大き

νのは西欧・北米・オセアニア tニ先進国〕とう

チン・アメリカである（増加率43～105%，年率で

., 戸いI J:C 0£' ZCJ.o-::>,o) 。

i2）増産手が低いのは，近東・ j:Jg東・アフリ

カであり（向20～50%，年率で1.2～2.7%〕。それ

らの中聞に東欧・ソ；車が位置すると見られる。

(3) アフリカはむしろ増産率の大きな方には

ヤらとも見られるが，南ア連邦（先進国と考えり

24 

を除外すると増産率は40%に低下する。ラテン・

アメリカも，アルゼンチン・ブラジノレ・メキシ

寸の3同を除外すると，増加率は85%に低下す

るが，なお高い方にはいる。

これらの事実から，先進国において粗粒穀物の

増産はもっとも著しく，後進国において概して増

産速度が低かった（ただしラテシ・アメリカを除く〉

ど見てよいであろう。

その結果，世界生産に占める近東・極東・アフ

リカ（南ア連邦を除く）の地位は1952～56年当時に

比べて60年代後半には若干低下した。対照的に先

進同（西欧・北米・オーストラリア・荷ア連邦〕の地
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位は若干上昇した（世界生産の46%を占める）。

つぎに，同座の構成要素一一栽培面積の拡大と

単位収量のj：外についご『同じく地域（国） '•}lj に

見ょう。（第2ヨ受）

I J] 西jicj＇.・1ヒ米， ソ連ー東区｝：ーでは， そ（I)1•：：； い

増産率は，全く単位面積当り収資；の著しい上昇

（竺依存してl、だとヤってもよいであろう

:21 近束、湿東， ゾマリカでは その市庄は

一一むしろ織やかであるが一一単位収量の上昇

に上るとこ〆ノメ大きいが、そむにさほど劣（－， な

い程度に栽培面積の拡強に依移している。

i3i ラキJ ・アメ！？カとオヒア アでi：ん他

と対照的に，成培面積の拡張仁よる急激な増産

が特徴的である（単位収量の上昇はむしろ近東・

同点・アフリカのそれに近い）。

(4) 西欧・北米・オセアニア（先進国〕に比

院して，近東・極東・アフリカさらにラテ ／ . 

アメリカでは，単位田積当り収量it，主要な粗

粒穀物について見ると1952～56年当時において

もかなり低く，さらにその後のと外傾向もさほ

ど著しいものではなかった位制。

以上に見るように，戦後の生産の増大位地域

（ないし周）局ljに見て相主主聞にきわめて大きな差

があった。三の三とは守各地域（国）内の粗粒穀

物の需給関係を交えたばかりでなく，国際的な需

給関係・貿易にも影響し問題を生むこととなった

（三の庶は次郎でとりあげよう〉。

さらに，先進国における高い増産率とそれを支

えた向い単位J¥I[昆；，対照的に後退話出におけら低

い噌産率引Ji1,、単位収量という事実は次のことを

示唆するであろう。後進諸国（とくに近東・極東・

アフリカ）におし、ては，その抵位停滞的なi学校収

量を増大しうる余地はなお大きく，そのための新

しい技術の開発・普及が促進されさえすれば，増産

もおおいに加速されるであろうミと。しかし，先

進諸国において戦後著しい増産ー その手段とし

ぐの新位似の採用 が実現されJたのは、それを

柑巣するだけの原因ないし条件が存在したことに

注召しなければならない。ぞれらの婆因の有無・

差異にかかわらず，新技術の導入・増産がいつと

さでも実現できるとは考えにくい。こごとでは，先

進諸国と後進諸国との間iこ見られるそれら要因の

差異を摘記しよう。それによって，後進諸国の戦

後の増産の緩慢なことをもある程度まで説明し，

＂£た将来への展望に示唆できるであろう。

{1) 先進国における戦後の半日立穀物の増産を

刺戟し－）／）けてきたのは旺盛な需要の市大であ

るc とくに西欧・北米諸国に著しく，これらの国

ぐにでは，畜産物消費の仲びに応じて家畜飼料

としての粗粒穀物需要の急速な増加が粗粒穀物

の総需要の伸びをリードしてきた位5〕。欧米た

ど先進諸国では，相栓穀物はライ麦以外は大部

分が家畜飼料として生産・消費されており〈注6)'

畜産物消費が戦後大きく仲びてきたことは粗粒

穀物需要を，人聞の直接食用消費の増加の場合

よりもはるかに大きく増加させた。

後進諸国では，先進国とは対照的に，粗粒穀

物消費は3分の2までが人間の直接食鵠用であ

る。後進諸国の主食は，自然その他の諸条件に

よってさまざまであるが，大別すれば根茎類，

祖粒穀物，，J、麦，米である。このうち小麦・米

は「高級穀物」とされ，高所得層ないし都市地

帯でしか消費されず，一般には粗粒穀物，根茎

類が単独占〉るいは組合せて主食とされ，これら

から摂取総カロリーの60～80%をとっている

注打。 J)r符の上昇にともなって，根茎類から粗

粒穀物，さらに小麦・米への消費転換が考えら

れるが，粗粒穀物は必ずしも根茎類を代替する

ヱラ



1972110028.TIF

地方事情に含》たイ王来種（ Lかもその食慣習・；，／＇，Jょ紋食物ではな＇， －－，根？三桜井、む 1(1法的にノj、ぷ・

好にi応frLたもの〉を家族数に応じて、個々の巴

iでが少JJ：ずつ生産している。栽士fdl＇；も伝統的な

れ円が選好され弓官力も之LL，、ことはi,t:) 7) ／υ 

である 3 陪li'~1｛じなどはほとんど問題ではない

主たHL'f,1）止

人間

後ii~

午ト・1/1'1' ＞小よ・片；.-、1／）転肢がえ長二、ごいる。

fけit¥ill二1. いぷ

K；二車；；{Y:ちするや1Jカ‘し；正しi主であり、

必!Elづ主；とι＇i11<1長さ，lどjミさく frllL'f二例；I¥, -
ア；＼，， Jl／ン千二ン・ i アフリカの大部分，どくに，汁T白ZJiこはむ Lん人flよi'/

子Lプノレの一部・メキシコ・ガテマラなどを除〈

食体系が根茎JJ＼とネil粒

穀物との結i~tせ吋illdにむこ）刀、ら成る諸凶では，

こういう生産が典型的である.,ilii九したがマ pて，

m杭穀物が販売されゐ場合でもー個々の農家の
ii反売はは一般にきわめど小呈であるうえに，季

節・年による変動がきわめてよさい（ Lかも{JI,

給1,U.t/!ili！九との｛日間よりも，収fをじっ畏1x1にはどJかに大
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人輸入殺杓によー 3〔まかな；／）れることが多レr

IL！内山非成業部門における食糧需要のi台大，

わるいはまたけ外からのおf需要がこのような自
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主要係可Jの'rt・自立国内供給よりιむ、E

’
 

1
d守、y

？
4
4
4
 

入！
ノ
「

.t. 守 ' i 

（，） 令） ' Kも、、

たliJ.内;j」仁ひケトli)C'＞長iJH・乾物，ii!りでしI)[[/I(）じをii 

i二仁ふ r'H；；飼料とし＼

よーてru.ιLlL ーさf’

--c-,t-, -''., •- L Jト！・/if;fこ比較的大切院な

一
－j

 
I
 
J
T
 

、a
t

J

 

こよら 1・1i;; J'.t141企IdKりと役ilt諸｜」l礼町

なによりιまず交通運輸施設・流通機構の
~v｝＇； ・整備が前提条件であると考えられる。生

il？：にj(J：結fる新しい技術・経営の持及にさL、L

C咋面する純技術的な問題・余融・土地制度な

どのF主主もしばLば増産をBliむ大きな要因とな

，
 

z
，
 

i
 

rtiPrとのいつ｛手はきわ

i:t 、自i1Ji\－~，.； ：；＿＇川県大に応；

I_ ：） る口力．技f¥'.r的・2壬’；；；IJ'Jfiriノj

る生j在（）. よj空白＇）（ふる

＇｝＇じj1/j訪日立

てiui.(i宝；こ

しカ，L，たとえこれらの制約が克/l長タ亡いるの

ーとだれが：削

/¥-j:_ll'［二いよl性協カイ昔日、と；日、よ， 同，＼i1jヒ、÷、．

iィl1) i Mともに相当大さく、二二一jlにHl応 Lく沼，rif?i・

, ,1Eitf!しりlfli,t之・組織ともによく件－ ' －てL、る

i二tヒノ、ごiiふカJ二（1,L、｝1t 

fl効需要の増大iこ i結ひっかさjl fことしても，

なし、 I：！：~｝ 1をは無駄であり長くは続かなレ。

タイラアルゼンチンは
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きたが、いずJしも後ji諸国0)r41ではすぐれた運

輸・流通の施設・組織をもち，これが煤介して

増大「る海外W,'i要を生産に結びつけたことか両

国の増産実現の重要な要因であるOUl¥

(3) 戦後一各国ポ採J lてきた怜物政液 'I~ 

産・悩裕・貿易について F はそれぞれの国内

生産につU、てはもちろん国際的にも位攻・n弘
之大きな影響を与えたc 西欧（とく .~1,i:,JH共；；＇；］！ド

諸国），北米の先進諸国では小麦をはじめとして

没物生直にたいする価格支持制度と新技術び斗手

用とによって，戦後著しい穀物の増産を見たが，

,J、麦じろ（）年代下l頁を転械と Lて早く i＇供給過剰

状態、となった。しかし各国ともに価格支持を大

雪くり変更でき迂か允 しかも11Wr進捗じ

よって単位収量は上昇しつづけた。ために噌E奈

川趨毒： itlt、せIvとして変わらず累積 jら在/jf,(/)

処分対策として輸出問はいずれも輸出補助，非

商業ヘ ス輸l'i'i（ア川カの公法480にとる翰／I＇，は

その最大のもの）などの政策にろったえた。＊f三

繍入国では，国内生産保護のために犠々の輸入

山l限的政策（どとえは［即時共同体の輸入波徴金）者

採用し，国内自給度を高めた。このような経過

よ粗粒殺物につ、、ても60年代；二，程.＇＂J；の差tまあ

るが，小麦の後を追って現われた。

後進諸国でtt，戦後食糧不込状態がつづき，

食糧穀物の増産に各国とも大きな努力を払って

きたことはい3までもないが，政策（JC）には増立I

の重点は小麦・米におかれ粗粒穀物は食用であ

りながら二義的に考えムれがhであった。また

先進諸国とち♂って，貧しUt消費者じ）保護がむ

しろ重視され，穀物価格は低く抑えられる傾向

ポあ J、た。生F王者価格を大きく引上げて生日正立

欲を刺戟する政策は比較的遅れて採用された。

J曽産政策としてほ，価十守政策の効果そのものに

あまり期待しえないという事情（自給食糧生産〉

もあって，多くの後進諸国では政策の重点を政

府による生産基盤の強化（瀦殺事業など），生産

資材（農機具・肥料・薬剤）への補助，技術普及

などにおいたι さらに，都市における食糧供給

政策として，多くの閣で，輸入小変（大部分がア

メリカからの公法480（，こよる〕が低価絡で大量に利

用されたことは注目すべきであろう。

ニれらの諸政策は，後進諸国のうちでも食糧

不足国では比較的平くから大きな努力がなされ

たが，穀物輸出国ではさほどではなく，また農

業よりも工業｛じ計両に努力が傾けられた桜台も

／かなくなし、。

これらのことからすれば，後進諸白におνご，

粗粒穀物の増産が政策的にどれだけ臨・間接に

促進されたfごろうカ、という問題については‘あ

まり積極的・肯定的には考えられないであろう。

政策勿カが込中された米（小麦〉にJ冷、でさえ

も，新技術の千平及によって符しい土問産効果が現

われたのは米主食地域であるアジアでようや〈

この；1、4年来のごとにすぎない。

粗粒穀物の単位収監の上昇がわずかながら後

進諸i:ifilにおレても見られたが，このl正v主政府を

主とする技術普及事業などの成果と見られよ

つ。

以ヒ戦後世界の粒粒穀物の生産の趨勢とその

要因を先進国と後進国の相違に注目して対比的に

摘記した。あ支りに単純化しすぎたきらいはある

が，行論に関係する特徴だけを採り上げることで

足りると考えたからである位12)0 それらを前提と

して，つぎに紐粒穀物生産の将来に／）＇ 、て若干考

えてみよう。

まず先進諸同の場合は，当面する問題は過剰傾
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1<'8；こめる生序ーをL、かにして需要とパラン正させる

d ど L イこどであろうの；J、友にーバ、て；：tj品ffe1H共~：＇，

川閣はあ土 i）にもよく）Jlられていふが、半IL位校4，う

も(3()1):f（を通じとその傾向i士見ムJ1t二しラ とく；：

i丘年同欧諸国の大友・バ fス、をq，心とする手fU

｝円産，補助金付輸出の事実は，その傾向がいーいと

弓明九いになってきたことを示すものであろうわ

さ「》にF可VI:.ア Jリ勺における過剰小麦〔どくに

依質小麦J山自，，J料｛じ（l)illi）長は，HL位穀物の供給過釆！；

傾［店]f口、ハそう拍車するでゐんう。先進諸i[4r,tj k 

おける殺物政策のl司際的調整の必要がすでにしは

し（主論議されたにもかかわムず，い；となお生産品

笹川,b｛）に有効な政取がとられたfiJはきわめ；

少な〈，↑’也方ではLパぜんとしく小たから半比率ir:4：け5;;

への転換促進，あるいはよ骨産政策さえぺづけら,i,

ている。 i街並諸国に比較して，とL:i"EJJ/d教(t(')il(• i),,l 

：心、ずれいにはるかIこ効果的iニfr:J1jしうるのじ
先進諸国では政策要因であると考えられるα に司、

れかわらず，先進諸国聞の穀物政策の阿際的誠繋

がきわめて同紙の多い問題であることιょく勿い＼
れた事実であるつ長期的には国際的調整にたとえ

望みをかけうるとしても，短期ないし中期的にじ

その効果を実現しにく，，，と＇ ＇え上う c 先進諸国ヅ）

I且も＇i:投物；生産の過剰傾向i土 令M：山11・:1v ＞穀物政

前に有丁ーの／可l刊日十生（司？要にパランベ与せ r工うとすζ，J

部分は人間（／）主食用であり， しかも今後ノト支・米

＇＇山二主食の転換が，その生産地帯 tr，，、し都市を除

,t [J, 大H-Wt• :cS'.i主主には実E見しそうもないことか
心凡て、今後もtp期的に；主主として食用需要の士！月

)JU Ji:J[ !nJ (-=:l：と Lて人lI J:1;J}JII，またj艮茎主i；ーなどのi＼梓〕

iこ ~ii］！決されて生産も増大するであろう c しかし，

こうし、う食用需要の増加だけならば，増産の速度

i土従来とあまり変わる必要はなし、し変わりもしな

イ、であろう（花l:l）。 l:lJ内需要のうちでむしろ大きく

伸びる可能性（なし、し潜在性）をもっているのは，

後進諸凶においぐも，家畜飼料としての需要であ

ろう。戦後，少数の後進諸国では同内飼料需要の増

大が大きな要1*1となって粉粒穀物が増産された例

もある。しかし，一般的には後進諸屈の畜ffiHJ:.,

ねu立穀物生陸と絡接な関連をもたなし、（インドはそ
り好例jげi14ノc 家畜飼料はほとんど草地・残淳に

依存し，粗粒穀物は人間食糧であることがふつう

である。しかし後進諸国でも近年養鶏・養豚がと

くじ在日市化に伴って都市近郊に台頭してきた例は

少なくな1ρ。それにつれて粗粒穀物の飼料用需要

仏絶対量はまだきわめて少ないが，急速に仲ひ

にし、も〉。

後進諸f:EIのうちで，戦後粗粒穀物生産を大きく

噌）JIIさせたi瓦があるが，その増産の契機は国外詰

寝のj：曽カllにあった一一一タイ，ア／レピンチンはその

がt'(lしてきたとはいえ 近い将来に解決子るこ 灯台1］。

とを望みがたいようにちえられるくもちろん天災そ

の他の突発的条件の変化はここでは汚慮外におくん

iそ進諸I刊では， Hl￥立1・立物の払：，，要.{JI；給， 生産；：

I村一る｝攻守：効果のい tA1；こり十一ご七光j隼諸国とit 

かなりらがった特質があることを指j';'.;jした。後退

諸国のii射をの生産がう 吟部の丘iを除けば， 対立lヲ

禄慢にしか！中びなか JラたことはむLλ当然とさえ

いえよう。後進諸国の粗粒穀物消去（市安〉のよ

28 

以上のような'i'lii要（消費）の特質から考えれば，

後進諸国の粒粒穀物生産は，従来の増jl_主テンポを

たきく加速するためには同外需要（輸出〉・田内

飼料前要の的力IIに依存するところが大きいであろ

う。この二つの需要を増産への刺戟として有効に

作用させるためiこは，国内の都市ないし輪出地点

と生産地帯（生産す〉とを結ぶ市場取引のための

抵織・制度・施設，さらに交通・通信施設の整備
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が必須条件となろう。それらはまた，園内的には

分散・輔離されていた小地方市場を連結して一つ

の国内市場を形成することにも有効であろう。

後進諸国の粗粒穀物生産の将来は，また生産側

の諸条件によって直接的制約をうけることはもち

ろんである。生産が人間食糧を目的としており，

農民経営の中の家畜飼養となんら密接な関連をも

引でいない事実は，欧米の先進諸国の場合と著し

く対照的である。農家の自給目的が卓越的である

ことは先・後進国ともに同じであるが，それを実

現するための技術的方法（手段〉，経営（組織〕に

ついて，さらにそれらをとりまくいわば社会経済

的諸条件・自然条件に関しては両者の聞に大きな

聞き・差異が存在することはとくに注目されねば

ならない。しかしここでそれらを緯説するつもり

はない日間。ただ，多くの後進諸国では粗粒穀物

の栽培適地がなお広範に残されている事実，栽培

技術的にもさして困難がないにもかかわらず，社

会・経済的諸条件に制約されて，栽培拡張・新技

術導入・増産が速かに進まない；場合がきわめて多

いことだけをここでは指摘したい。それらの制約

的条件の複合的作用の結果として，現象的に見ら

れる事実が，しばしば指摘されてきた。すなわち

後進諸国の粗粒穀物の生産性の著しい低位・停‘滞

（単位面積当り生産量の動きに端的に示されている〉，

単位収量の上昇ではなく，たんなる栽培面積拡大

に依存する増産がいまだに大きな重要性をもつこ

と。この事実だけに註日し，その先進諸国との絡

遣の要因をたんに生産のための諸投入・品種・管

理技術などの差異に求められると見なして，政策

的にはこのギャップを埋めるに足る投入・新技術

導入をもってすればよい，といった考え方がある。

そのような政策が増産のための重要な必要条件で

あることはいうまでもないが，ただそれだけによ

って増産のテンポを短い聞に大きく引上げること

は，少なくとも戦後の後進諸国の経験から見ても

悦16），ほとんど期待できないであろう。たんにこ

のような新投資・技術普及政策だけに増産対策が

限定されてきたわけではないが，その他の諸政策

もまた短期間に著しい生産効果を上げたものはほ

とんどないといえよう。

いかなる増産政策がとられるにせよ，速効を期

待できないとすれば，今後も長期的にはともかく

として，短期ないし中期的には後進諸国の粗粒穀

物生産が人口増加率を大幅にこえるような増勢に

転ずることはまず考えられないであろう（ただし，

粗粒穀物の輸出向生産が行なわれる闘を除く）悦17）。

世界全体として見れば，先進諸国の増産テンポ

は60年代に比べて今後はやや鈍化すること，対照

的lこ後進諸国（ならびにソ連東欧諸国）ではそのテ

ンポは加速してゆくことが考えられよう（注18）。

〈注1) lit兵lJ)穀物生主主髭・以後濁績のそれぞれ

48%, 50%は粗粒殺物が占める（1970年〉。

小変Ii同じく26%,30%，米（籾）は26%,19%であ

る（いずれも IヤoductionYearbook 1970による〉。粒

刺殺物りこれらのパーセントは1952-56if-平均では

それぞれ48%,52%であった。

(i:t 2) The Commonwealth Sec1・・etaria:t:Grai河

Crops No. 14, pp. 62, 84, 106. 

“Long-term Developments and Contrasts in the 

・wheat and Coarse Grain Situation，＇’ FAO, 1'.fonth幽

かBulletinof Ag1・. Econs. & Stats., Jan. 1966, p. 

11. 

〈注3〕 ぃ・ntも1952～56年平均に対する1969～70
,r,乎均の精力u率。

世界の殺物のJI!（品沼TI統計り収椛 (lj({fl: IOOkg/ha) 

コ~寸呪！l!~；iぷ！主主1二；；Ii瓦収表制面
1952-561 11.0 I 5.6 I 12.s I 11.9 I 9.6 110.s 1a.2 

196担 I25.0 I 8.2 I 17百 l17.0 I 15.3 i 14.3 21.9 

1970 I 4.1 i R.2 16.5 i 16.5 I 15.4 14.8 22.6 

（資判） FAQ, Proch，付加I｝＇，阿油岬島 196!1,1970による。
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Ⅱ　貿易
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（“ Integr且tio口 ofthe Grain and Liv白stockSector吟

in the Near E仕 t，＇’ Fへ0,1¥Jonthly !Julletin, Fe,¥,_ 
1971.) 
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Wlな分析・必述に！）l!I片とをもつならば， fこしえば次，；［＇.毛主

l柄。

(1) McLou1.;hlin、 P. F 孔1.(ed.), African Food 

l'roduction Systems, l¥altirnnre, W70 

12) Bennett唱 M K.，“札口 Agrけclimatic¥1a1》pingof 

Africa，” in Food Res. Inst. St., ＼りl.Ill, No. :l, 

N川 196:l,pp. 1%---21 “ 
/3) USDA, Agricultural Geography of Latin 

.11>1 aica, 1 '158. 
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I上fJ市l（］行 L1・ ,.'Y,/¥ ' るいノ玉、 ιー ン_I r; 

Jえによみ ）jがはるかに，t叫＇J(l＜）＇（：ゐろ ＇） 0 
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F . .¥O, ,4gr fィ・ulturalCo!l/11to,lil¥' Proin-ti川 IS, ]970 

1980, Vol. I, Rome, 1971, p. 18. 

H 貿 易

前節に対応して，戦後の粗粒穀物の貿易の趨勢

と地域的情lj立の特徴を Eず!lf)らかに 1ょう。

世界全｛本としこの粗牝穀物J)貿ら（最）は1:1,-,()

年代前半期から1960年代後半期にかけて約］500万

トンから約4200万トン，... ，ぼぼ 31！＇~1こ近ド将力日生

長した。（＇.r¥3表元三！内〕 l守勢は I9601f f＼前、子まで九

J急速で，その後ややにぶってきたがなお増加傾向

にある。 i心じ時期について小）lの貿易は：！fjOOJJト

ンかム4700万トシヘ，約2併の増力iしさらに米の

貿易は 500万トン台に停滞したのに比べれば，新1

粒穀物貿坊の拡大はきわめご持しL、。しf，、も，；J、

支♂3貿易のj(切U！.入商業ベーヘよりも，アメ lJ-/J 

のPL480による非商業ベースの輸出の増大に依

る、二ごがたきか ＇Jたのとはけ照的に，粗粒穀物貿

易ハfillびはほとんど商業ベーλ取引の拡大に委さ

れ，輸出補助その他の貿易（輸出）促進政策に依

存す rふことは少なか.，た（とくに印年代半まではん

事tl位穀物の貿易のf1tiつ、方はまたその生産のfrtiし｝〈

に比べてもはるかに大きかった〔ナなわち世界生産

は！日1じ期間に約45'10の士閉Q[I）。ーとの結果，世界の生産

に約十る官弘量（l詰襟rii場における流通量）円安1］台

；ま4%から約8%に高まった（小麦の場介，この＇.／ riJ

i,i土12.6%から16.4%に高まっと。米の貿易は必にやや

低下以向。弓%内’ヰ；こすぎなしづめ

穀物別に貿易量の増加傾向を見れば，もっとも

大きく増加したのはメイズ、〔5.4倍），ついでソル

ガム（4結余），大変（1:!f答）であるが，逆にライ

麦・ 1二ン変はいずれも減少しているJ

地域別の構成と動きは次のような特徴を示して

し・る； （第九表明！り

[ 1) 丙i女ならびにiヒ米諸11:'1(1，、Fれも先進！持〉

が世界貿易に占める地位はきわめて大きい。商

政諸国｛土陀界の輸入総量の70～60うもをJi 60，戦

後／／）輸入7需要の増大を常にリー！？してきた。し

かし60年代半以降は輸入の伸びがとまりゐ 近

年はむしう低下傾向 一， i遣に輸出が二三i脅し二

レら (Itそ界翰1+¥0')19号；，を占める (i（｝年代役半〕。

北米諸国（アメリカ・カナダ〉は， ｜支界の輸出

総駄のSO%内外を占め，戦後の輸出市場で主役

を減じている（卒者入はきわめてわずかである〕。 丙

JI 
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（出所） 前表と同じ。
（注〕 生産については全て煙者年，貿易については全て 7月→現｛F6月の年慢である〔たとえば，1956～印年の数字
は1956/57年一1960/61年度平均を示すJ。
なお， 1966～70.f:「ーの貿易数字は資料の関係かん， 1966／訂作 1969/70年度平均をとっている。また，1952～56
年だけは1951/52～55/56年度平均である。
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欧・北米諸国は生産においても世界余体の40%

以上を占めるが、貿易にお付る地位・役割はい

っそう大きくむしろ支配的ともいえよう。

(2) 先進国のうち， 日本の斡入は戦後他t二例

を見ない増加ぶりを示し60年代後半には世界の

渦入の之（）%余に達し一国としては今や後界長；

大の輸入市場となり，なお増加傾向はつづいて

し、る。 （第0－：：参照）

(3) 先進諸国を一括して見れば……k記諸関

（乙オ一九トラリア・南ア連邦・イスラ1ノレを加え

るー ilt界の粗粒穀物輸入の約90%.均出の約

3分の2～4分の 3(60年代後半）を占めている。

（第3去，第4表参照）

14) ソ連・東欧諸問は畜麓識が翠織の中で重

要な弛1立を占め粗粒穀物の生産は世界全体のが］

20%を占めるが，その貿易における比重はきわ

めて低いと U、えよう「~／； 3表珍照） (+ Iにしかし

気候条件がきびしく，それへの対策がなお不備

なことから豊日！の変動力主大2'"1，、これら諸問じ，

その影響（さらに政策的要因）を皮映して貿易最の

年々の変動が大き〈，時によって世界市場の脅骨

格に撹乱的に作用することがある。

(5）後進諸問が大部分を占めているアフリ

カ・近東・極東・ラテンアメリカについては次

の諸点を指摘しうる。 （第3表，第4J受参照〉

(a) 先・後進国を分けて見るために，これら

の地域諸国のうち，先進国と考えられる南ア連

帯・イスラエYレ・日本を除外することとする。

さらに，残った後進諸国をニつのグループに分

ヴる、 一つは粗粒穀物生産が檎｝討を日的とす～

る（たいし輸出が重要な生産誘悶をなす）国々ー

タイ，アルゼンチン，ヅラジノレ， メキシコ，他

；まこれらを除〈諸国ナなわちお粒穀抗生産が民

家の自給食濁を主たる目的とする国々。

(b) 後進諸国全体としては，世界貿易に占め

る地伎は，議出では約4分のし輸入では10%

にみたない（60年代後半）。

しかしこの摘出のほぼ90%は，上の4輸出国

（タイ，アJレゼンチン，ブラジル，メキシコ〕によ

ってし、る。これら 4問の輸出は戦後とくにこの

10年来急速に伸びてきているが，とれは時期的

にはアメリカの飼料穀物計画（FeedGrain Pro-

grams）による生産調整が進められた時に当り，

アメリカの輸出を一部代替するととによって4

習の輸出が急速に伸びたのである（第4表参照〕。

この4国の輸出は，大部分が先進諸聞に向けら

れ周辺の後進諸国向けではない。

（。） 土の4閣を除いた後進諸国は，アフリカ，

近東，極東，ラテン・アメリカのいずれについ

て見ても，その貿易量はきわめて少なく〈全部

を合わせても世界貿易の10%にみたなしう，戦後の動

きに著しい変化は見られない（わずかに輸出に

おし、でやや減少，輸入にやや増加の動きがみとめられ

るが〉。国}Jl]fC貿易の動向を見ると，多数の国が

年ごとに輸出・輸入の変転がはげしい恨の。ま

た貿易のほξんどが近隣国間でなされ，遠い先

進関市場との取引はきわめて少ない位3）。これ

らの事実はいずれも，後進諸国の粗粒穀物貿易

が近隣数カ国聞の伝統的取引にすぎず，需給ノξ

ヲシス・価格関係もその狭い商圏内で完結し，

他の問種市場や世界市場との関連はうすいもの

であることを示していると考えられよう。

戦後の貿易貴の停滞的状態，さらに生産の伸

びの緩慢なことから見ても，これらの後進諸国

の組粒穀物貿易は，年々の収穫変動による食糧

（穀物・根茎類など）の限界的過不足を小地域内

で言語1きする手段にすぎなヤc しかし，国内の食

滋穀物生産が人口増加率をさほE上回って伸び
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ず，また都市化・所得上昇による噌好変化た Y

の事情から，粗粒穀物の食糧用消費の増加が鈍

く，代わって小支（また米〕の消費出著しく増加

一ーしかもその大部分を先進国産小麦の輸入に

依存←ーする傾向が多くの後進諸国で見られる

（注4＼後進諸国の粗粒穀物の貿易一ーさらにそ

の背後にある生産・消費・利用一←は食撞問題

の一面として考えられるべきであろう（後進国の

戦後の食ね不足問題として，世界的な規模での食糧穀

物市場一ーとくに小変←ーとの関連を強めてきてい

る。粗粒穀物貿易を世界の飼料穀物需給とだけ関連さ

せてこれらの後進諸国について見ることはむしろ誤

解を招くものであろろ〉。

戦後の世界の粗粒穀物の貿易は，地域別ないし

先・後進国グルーヅ別に見ると，以上のようにそ

れぞれに異なった構造・行動の特徴をもφ てU、る

と考えられる。粗粒穀物市場をi止界的規模の単一

市場として見るよりも、むしろ異なる特徴をもぺ

複数市場の相互関係の場として世界市場を見る方

がいっそう現実的ともいえよう。このような見地

からすれば，世界の粗粒穀物貿易は少なくともニ

つの市場から成ゥているとしてよいであろう。

一つはいわば先進国市場であり，これには西欧・

北米諸国・！3本・南ア連邦・オーストラ 1）ア・

ユーザーランドなど，さらに後進諸問のうち輸出

向生産の行なわれる前記4固などを含める〔註5〕。

もう一つは後進国市場一一前記4国を除く吟ーで

ある（ただしこれは単一市場箇を成すわけではない〕。

二っともに地理的にはきわめて分散しているけ

れども，先進国市場は3 後進国市場iニ比べて， u、
るかに単一市場としての性格が強い（花的といえよ

う。後進国市場は，先進国市場との関連を増して

きてはいるが，なお個別後進国市場内部の諸要閣

によって行動する場合が多い。先進国市場は，さ

34 

きに見たように世界の粗粒穀物貿易の90%を占め

ているという事実がらも，支さに単ー世界rri場と

みなされてもよいであろう（また従来からそうする

ことが常識である〉。とするならば，世界の粗粒穀物

貿易に関する諸問題が，常にこの先進国市場にお

けるそれとして注目され，討議されてきたごと七

また当然であろう。

先進国市場作世界市場）における戦後の粗粒穀

物貿易の特徴と問題は要約すれば次のようにいえ

よう。戦後の貿易はきわめて急速に拡大したが，こ

れは輸入市場としての西欧諸国の飼料需要がきわ

めて旺盛だったために一国内粒粒穀物生産が急

増傾向を示したにもかかわらず，それ以上に大き

く一輸入需要が伸びたことが最大の婆因であ －）

た。少なくとも60年代半頃までは西欧の輸入の伸

びがリードした。しかし60年代にはいると，日本

の倒料需要も急速に拡大し量的にも大きなシェア

ーを占めるようになってきた一西欧の輸入が60

年代後半には減少傾向に転じた時， 日本の輸入

はその減少分を埋め合わす形でなお急速に拡大し

た。西欧諸国（とくにフランス〉は， 60年代初頃から

輸入の拡大と同時に輸出も増加ーーとくに大麦・

メイズの国内増産により←し始め， 60年代後半

には量的にも大きなシェアーを世界貿易に占める

ようになった。 i世界の輸入市場の大部分は西欧と

日本によって占められた。〈第3表，第4表参照〉

この輸入需要をまかなったのはアメリカの急速

な増産・輸出拡大であった。 50年代前半期にはア

メリカは，世界輸出のわずか3分の 1にすぎなか

ったが，その後10年間は半分以上を占めた。しかし

60年代後半期は，アメリカの輸出は増勢が著しく

鈍り，またシェアーもほぼ半分に低下した。アメ

リカと対照的に60年代に供給源として台頭したの

が，さきに上げた後進諸国の中の4国であり，さ



1972110037.TIF

らに西欧〈とくにフランス〕，南ア連邦，オースト

弓リア， ケナダである。 （第3お第41｛参照）

こうして輸出（供給）固としてのアメリカの卓

越的な地位は60年代にはしだし、lこ後退傾向を明ら

かにしてきた。これと相伴ってアメリカでは， 50

午代末から粗粒穀物の期末在庫の過剰傾向・その

処理 他面でt紅、ぜんとして止またい大きい増

産傾向一一ーが重要な政策問題となった。

先進国市場におけるこのよ与な変化をもたら L

た主要因は次のようなものであった。

第2次大戦中から国内・国外の需要のf巨大に応

じて，アメりカ農薬の技術進歩は著しくその効果

は単位収監の急増傾向，その結果としての粗粒穀

物（と〈にノイズ，ソノレガム〉のめざましい増産を

もたらした。これが世界市場の急速な拡大に応じ

こ，とくに付0年代初期まで、アメリカの輸出市J;Q

としての地位を大きく伸ばした。技術進歩の波は

戦後西欧諸国（とくれEE C諸国）にもさ雪、速に波及

L，著しい増産を結果したが、なお輸入需要増大の

余地を大きく残していた。しかし60年代，とくに

後半期には西欧諸国では増産テンポが加速すると

同時に斎産物需要の伸びが若干にぶり，飼料の輸

入需要は低下するとともに輸出余剰が拡大した。

長大の輸入市場で、あった西欧諸国のこの転換過程

にあって，アメリカは， 60年頃から作付削減によ

る増産抑制政策を採ったが，その効果は少なく，

また輸出の伸びがにぶってきたこととあいまっ

て，毎年期末在庫は過剰傾向をたどったっ

技術進歩の波はまた後ればせながらしだいに他

の諸国にも及んでいった。その増産効果は60年代

とくにその後半期に，後進諸函の中でも輪出向生

産が重要性をもっ前記4国などの輸出の急増を可

能にした疋要な条件であったc

さらに，技術進歩の普及とならんで貿易の変化

にきわめて大きな影響を与えたのは各国の政策で

ある世打。西欧諸国とくにEE Cの高い穀物価格

支持，可変課徴金などによる国内農業保護政策は，

一市で国内増産を刺戟し，他面では輸入防止的に

作用しただけでなく，さらに技術進歩とあいまっ

て，増産しすぎて余剰分を輸出補助を与えて国際

市場で処理せぎるをえない場合も少なくなかっ

た。そのために輸出諸国（とくにアメリカ〉は直接

西欧諸国への輸出だけでなく，他の市場への輪出

にも影響をうけた。しかし先進輸出諸国の場合も

西欧諸国に比べれば抵いが価格支持ffi!J度を採って

きた。そしてミれが技術進歩とあいまって，世界市

場の帯給状況とは独立に，急速な増躍をもたらし，

在庫の累積をみちびいた。先進諸国の価格支持そ

の他種々の保護政策が，国内・国際的需給状況か

ら独立的に行なわれてきたことが，貿易さらに生

産に及ぼした影響は大きかったといえよう。しか

し各国の穀物諸政策を国際的需給と調整するとと

の必要イ生は広く認められてはいるものの，粗粒穀

物についてそれを実施したのはわずかにアメリカ

の FeedProεramにすぎない。これさえも作付

制限だけであったために一一単位収量のめざまし

い上昇に打ち消されて 実効はさほど上がらな

かゥた。 Fe己dProgramによるアメリカの生産調

整の意図と対照的に，アルゼンチン，タイなど後

進輸出国は増産を讃極的に促進した。

いま一つ，近年の粗粒穀物の貿易，世界需給の

うえに大きな影を投げかけた事実を指摘しなけれ

ばならない。それは小麦の過剰の波及である。世

界的な小麦の過剰，価格下落は西欧，アメリカなど

先進諸国においてとくに軟質・下級小麦の飼料用

消費を急速に増加させた他8）。またBE C，スペ

インなど輸入国，さらにオーストラリア，カナグ

では政策的にも小麦の生産削減，飼料穀物への転

3ラ
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換が行なわれている。その影響は60年代後半の西

欧の粗粒穀物増産を加速し，輸入の減退，輸出の糟

大に寄与した。またオーストラリア，カナダの近年

の増産・輸出拡大をもたらした小変の過剰問題は

粗粒穀物よりはるかに深刻であるが，その処理の

仕方によっては，同じく過剰傾向にある粗粒穀物

に問題を転嫁しその世界市場に混乱をもたらすお

それが大きいと考えられる情的。近年の東南アジ

ア諸闘を中心とする米の著しい増産〈「緑の革命J)

もまた小交の世界市場を介して間接的に，あるい

は直接に組粒穀物市場に大きく彰響することが考

えられよう。

要するに粗粒穀物の先進国市場〈勾伎界市場〉の

戦後の発展は，技術進歩と，穀物価格支持を中心と

する多様な農業保護諸政策とに支えられた急テン

ポの増産，対応す』る旺盛な飼料需要によって展開

されたが，とくにω年頃から現在まで趨勢的ない

し基調としては供給過剰に当面してきたと考えら

れる借問。この過剰傾向の要因は一つには技術進

歩の普及による増産であるが，この増産を促進し，

さらに自由な貿易の流れを偏曲し過剰問題に拍車

してきた要因は，各国の保護的な穀物・貿易諸政

策とくにそれらの硬直性（園内・国際需給の変化に

対する伸縮的適応のなさ〉，各国聞の政策の矛盾・対

立にあったと考えられる。

これらの諾要因の作用，その結果としての畏期

的供給過剰傾向がもっとも漂刻に現われているの

は小衰の場合であることは周知のとおりである。

しかしいまや粗粒穀物についても〆！、変〈さらに米

＝緑の革命）の影響で，いっそう過剰傾向は強くな

る可能性が大きいように考えられる。（少なくとも

短期間で，各国の政策が大きく変わり，あるいは国際的

な穀物・農業政策の調整が効果的に実行されることはま

さに至難の事と考えるから。気象条件などの後苦Li土日lj。〉
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先進国市場についてこれまで戦後の長期趨勢的

な側面から問題を見てきたが，よりいっそう短期

的な変動に関して若千指摘しよう。

粗粒穀物の貿易の毎年の変動は，量的には的年

代について見ると大体10%程度（最大35%），価格

はそれより小さい笹川。 〈よりいっそう短期間につ

いて見れば変動は投機的要悶も加わって大きくなるで

あろうが。）盤，価格とも小麦と米との中間にあっ

た。

生産の年々の変動は，世界全体では60年代に3.2

%であ，ったのに比べれば貿易震の変動はかなり大

きいといえよう。これは，粗粒穀物の貿易量が生産

最に対してきわめて少ない〈生産の9%程度）限界

的なものであることによるであろう。価格の変動

が貿易量のそれより小さいことは，粗粒穀物相互

間の代替性がかなり大きく，需要が相対価格の変

化によって敏感に動くことによるところが大きい

世界全体として見るとこのように年変動はさほ

ど大きいとは見られないが，地域別ないし国別に

見ると貿易量の年変動はかなり大きいーーたとえ

ば南半球の輸出国アルゼンチン，オーストラリア，

南ア連邦はいずれも気候条件の変化による豊凶差

が大きいために輸出量の変動が他の輸出国に比べ

て大きい。また，ソ連も問じ原因で輸入量がきわ

めて大きく変動し，世界市場価格に不時の衝撃を

与えることがある。

粗粒穀物それぞれの価格はほとんど並行的に変

動することが明らかにされているが，大変だけは

飼料以外にモルト用需要が大きいことによって時

に他の粗粒穀物と逆の動きを示す。穀物相互間の

価格差はほぼその飼料価値の差を平常状態の下で

は反映する位13）。

貿易量の年変動の大きなことは，世界市場安定
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0-:t. 1967, pp. 93-102.) 

(.1:13) (:tl2) J Rel礼tionships· ：：二 ll 、 J•'i'l

:n,:t :Jt-c11ごう｝.f斤ぎ州てL、乙。

III むすび一一政策のJJ1t,JにつL、て

以 L 組杭穀物の貿易の戦後の発i長についィー

その背誌にある生産（および消費・利用）の構遣を注

日しふがら‘ l止界市t｛｝を先進国1¥J.tJ;,｝・後進国市場

の二うに大切jして，それぞれの－f口上・ス・ ltU;illi・

t'i'干の見通し 1 いを慨制してきた。

先進国j'¥i){}( 世界rliJi)；）については，今後と仁

供給過剰傾向がつづ＜ t二ろうことを指j脅したc 後

進国市場の｜問題は，飼料穀物の貿易としてよりも、

むしろ後遺［41e，食糧問題のう誌と Lご汚えゐベぎ
三と金示日立Lた。

そ川上うふ問題・状勢を前提条件とした場合tこ，

今｛えの対策 政策の方向 止との上うにニ片え

られる t:7，う／ト lーほとしてはいまや依界広大の輸入

lfqである日本としごし、かに関心すべきかj

'"・ 先進国市JJ.}（世界市場Jにおける供給

過剰傾向‘さらに近年の主要供給（附LI)I母の

分散・｛Uヰ〔の分散傾lr•H上，従来れア J ') 11によ

る供給（給！日ノ・価格形成におけと3交配・安定

c-'）機能を若二Fiこせよ低下させ心、；ふ主た，ノト

JJ:.過剰のJ;l:響力：t1H！.，：穀物市場に今後もたきくな

らことが汚；：（＿ （，れる（米について七不能定要国が多

二、と；土L町え，同じことが）。

こJ,lよー〉；土、、 f;j i ｛，，キ1-l.粒穀物のlit界市場を不

安定化山／51(1］にみ士》むく懸念が大きい。組粉穀

物そv'1も(7）の国際的安定対策にョ川、と貝体的に

准Dinする必要性が強丈るこど ι汚えられ l：う。

輸出国；こと J Iては国際的市場コント ιゴールは望

去しいが、新興輸出諸国（只体的にはタ ｛， r；レ

センチンなど，およひ：オーストラ＼Iア，ば＇1T j,jf邦I)
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の立場は，従来の国際商品協定で、は不利なもの

になりが九であった。輸入国にとっては国際商

品協定は，過剰供給下ではむしろ「なくもがなj

の存在である。日本it，最大の輪入国としての影

響力をブルに行使す一ることも可能であんうか，

輸入国とr,.J時に輸出国である西欧諸国の場｛＼＇!:: 

ちがって，新興輸出国の立場をむしろ積傾的iこ

'ff-認することも容易に可能であんう。

rn.粒穀物じたいの~I際的安定対策も課題で iJ、

あるが，その具体化には技術的困難が大きい

付、引。むし乃，現在の状況は穀物全体として安

定対策が必要とさjL亡いるのであり，その中心

が，J、変にあることから考えれば，まず第一に Fト

たの同際協定がとり！二ifられるのが当然であ

る。机粒穀物問題はその A環として具体的対策

を考えることがむしん現実的であるc

<.bl 後進国市場について。近い将来に後進諾

i斗のin粒穀物が世界市場で、大きな役割をもつこ

とは考えにくいであ乃う。むしろ近隣後進諸Ill

間の地域的市場（貿易〉，また各国内市場をいか

にして発展させるかが大きな課題である。その

ための政策にJ丸、てはすでに述べた。

担粒穀物以後進諸国では唯一あるいはきわめ

て屯要な主食で、あるが，今後の諸国の発展につ

れてその主食としての治費がどの程度まで仲び

るかということには疑問がある。さきにも指撒

Lた工うに粉粒穀物の生産（＝治資）の伸びが

むしろ緩慢な事実，対照的に小麦輸入・消費の

{if！びが著しい事実は示唆的である。後進諸国政

府もまた主食穀物としては米・小麦の国内増産

（あるいは悶難f工場合にはそれらの験入増大）政策を

とってきたようである。いま一つ、栄養的見地か

（）後進諸国における蛋白源（とくに動物性） n 

EしL、不足問題は注目すべき事実であろう。こ
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,Ji, c, （つことと，さらに前述した生産（泊費）拡

i丘の特質と企台わせて考えるとき， 1征粒；穀物i土

人間び〕±ftとしごなB長）涜的に L主産（m賛〉さ

iiき，：:0をえな

として（ま家市飼下、十fヒをi区〈策的に促i隼すゐニと品、

｝主要な：県姐であると1写え fラれよう ζf しカミし飼1( ； l・ ， 

f七の f!己j庄（よ噌キf1ij/ li c前外出〉を必ずしも考える
円ではな、＼むしろ［Js!内家畜用を主として，た

とえ技Hi'.太子ン；），でも｛確実ーによ特産していくこと

であふ。そοためにはまた品内面産業の育成・発

!it'.；二大さな政策労力が必要であり， きわめて長

期的問題で！わることももちろんであるがUl.3l。

主食三 LてのHl粒殺物消費は国内1lil長・ •流通総

など山盤i1iniこk、てなお相当i百J：.するであわ

7から， Ji;,'/[tll文策の方向としてはう輸出町（

かIHfll〕とじて Cl)i',/,f重（たとえばノイてのお収li1:c'i:

良種ある＇， • ;t hylirid）を選ぶより七，むしろ食料

庁！と：J てtt宵慣にも適した在来種の改良によと〉

出産を）＂；えらべきであろう L輪出！？ヨに〆政治ーされノ：ラ

1'11jf卓は而~y五1令ではあるが，月巴H；二、ノ｛也の l'it 入を土台：人司さ

十土、また｛•；＜.L',I：などによる収機の司、安定｛じを招来する

ことも多L ソ｝主食穀物の粗粒詰物かれ小麦・＊＇~

への転換は，傾向的にすでに現われているか，

それを国内生産の強い助成によフて促進するよ

りも、むしろそれらの輸入と，従来米・小麦に

I＇／品、つた l廿産政策を粗粒穀物増産政策に比重を

千名v「ことを二・1fえる

リカ，近}IE•ηd苦lI司’インドf仁ど守；土，米・小麦よりも

mt,r穀物生産ーがよりJ苗L、比較的に低ν、コミトでmv+
できるf也fl¥'1，：多いようにぢえられる 3そういう地拡；て

はまた家市放が多いにもかかわらず飼料を草地な左

；こ依存L,1世仕穀物をほとんど給鈎しないために畜産

物の ~t辛附はきわめて低いこをは周知！のこ左である

i't 4 l）。

(ii 1) 主協にもよ,l.:i!flしに J ) L、こ D卜ふじ ζJjc 、，た

が，（f.tj地域， 七 •l;if.;J 7Jljには，次，il'.に契約的hこ注ペハ

1している。

ドAO,The Stabilization of International Trade 

in Grains, Rome, 1970, pp. 11-14. 

(1主2) 洲本:;J_，絞物そりものの同際的安定対策に，JI，、

〆かの析はFAO！こよノてすでlこ60年代初になされこ

み。その後1967年の凶際穀物協定に軒l約殺杓も合ま

れるはずであったが，実質的には小麦だけに終止して

いる。 1免許～，凶際穀物協定は自lfi的条例を削除して「iり

はそ小女i必：,i'.J とし、う形式で残されているがとだrurせにlよ
安定機／rt色をお今ちえないものとなっている。この11可の絞

刊については「新間際小女協定をぷる」（座談会）（『総

人食抑協議公報』， Mar.1971）参照。

c d 3 > i;i!'r：；震の c;i~：守.'J'c)J(J）必要1'1について：ょす
～にFA Oに止♂て ιLばしば強誠されて3た。食il,l

1::1:!±lとl民jj,jjI，てこの点を強調したものとしては次s記長主

11,!J 

Cochrane, ¥V. W., The lVorld Food Problem, a 

guardedly optimistic view, New York, 1969. 

(1t 4) インドに J’L、どはこの関係企詳和iに分trr1. 
/: 丸山に次μ己主ある。

¥Vhyte, R. 0., Land, Livestock and 1-fuman Nu-

trition in India, New York, 1968. 

〔経済成長調支配〕
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